
元
暁
の
思
想
を
和
誇
思
想
と
捉
え
る
こ
と
に
対
し
て

福
士
慈
稔

一、
は
じ
め
に

元
暁
の
著
述
と
さ
れ
る
『
十
門
和
詩
論
』
の
断
簡
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
元
暁
の
思
想
を
和
詩
思
想
と
す
る
多
く
の
研
究
が

み
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
元
暁
の
現
存
著
述
中
に
は
「
和
誇
」
と
い
う
用
語
は
一
例
し
か
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
な

の
に
何
を
以
て
元
暁
の
根
本
思
想
に
対
し
て
「
和
詩
」
と
い
う
用
語
を
用
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
疑
問
が
生
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
勿
論
、

元
暁
の
現
存
著
述
を
通
観
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
如
何
な
る
立
場
、
ま
た
は
側
面
か
ら
研
究
を
始
め
て
も
会
通
・
融
和
思
想
に
辿
り
着

く
こ
と
は
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
元
暁
が
自
己
の
思
想
を
会
通
思
想
・
融
合
思
想
と
考
え
て
い
た
の
か
、
ま
た
は
強
い
意
志
を

も
っ
て
和
誇
思
想
と
考
え
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
と
共
に
後
世
諸
師
の
元
暁
認
識
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
一
冗
暁
の
現
存
著

述
の
若
干
の
整
理
と
、
そ
し
て
特
に
後
世
諸
師
の
元
暁
著
述
の
引
用
か
ら
、
諸
師
が
元
暁
の
思
想
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
の
か
を
考
察
す

る
の
が
本
研
究
で
あ
る
。

二
、
元
暁
著
述
に
み
ら
れ
る
和
詩
・
会
通

（
一
）
和
誇
の
用
例

冗
暁
の
思
想
を
和
詩
恩
想
と
捉
え
る
こ
と
に
対
し
て

豆壬
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和
誇
思
想
の
源
流
に
関
し
て
は
既
に
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
善
和
誇
訟
」
・
「
調
和
誇
訟
」
・
「
楽
和
誇
訟
」
と
し
て

（

3）
 

僧
侶
聞
の
詩
い
を
調
停
す
る
意
味
の
「
和
誇
」
と
し
て
漢
訳
経
論
で
若
干
数
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
旧
訳
・
新
訳
経
典
共
に
み
ら

（

4
）
 

れ
、
ま
た
元
暁
以
前
の
僧
肇
、
吉
蔵
、
道
宣
等
の
章
疏
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
元
暁
が
そ
れ
等
か
ら
ど
の
よ
う
な
一
示
唆
を
受
け
た
の

か
、
ま
た
『
十
門
和
詩
論
』
で
ど
の
よ
う
な
論
争
を
十
門
の
名
目
を
立
て
て
調
停
し
よ
う
と
し
た
の
か
は
、
こ
れ
も
ま
た
先
学
に
よ
っ
て

（

5）
 

指
摘
さ
れ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
、
現
存
部
分
か
ら
は
一
部
を
窺
う
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
と
も
あ
れ
「
和
誇
」
を
冠
す
る
『
十
円
和
誇

（

6）
 

詳
細
』
で
は
あ
る
が
現
存
部
分
か
ら
「
和
詩
」
の
語
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
唯
一
「
和
誇
」
と
い
う
語
が
み
ら
れ
る
の
は
『
浬
紫
宗

要
』
で
『
浬
繋
経
』
で
の
論
点
を
四
門
に
区
分
し
た
次
の
一
文
で
あ
る
。

第
六
四
徳
分
別
略
有
四
門
。
一
顕
相
門
。
二
立
意
門
。
三
差
別
門
。
四
和
誇
門
（
大
正
三
八
二
四
五
中
）

こ
こ
で
第
四
に
「
和
誇
」
門
を
挙
げ

次
第
四
明
和
相
詩
論
。
詩
論
之
興
乃
有
多
瑞
。
市
於
当
偏
起
異
誇
法
身
常
住
化
身
起
滅
（
以
下
略
）
（
大
正
三
八
二
四
七
下
土
一
四
九
上
）

と
し
て
以
下
に
、
仏
に
対
す
る
常
住
説
と
生
滅
・
無
常
説
が
互
い
に
道
理
あ
っ
て
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
論
じ
て
い
る
の
が
み
ら
れ
て
い

る
。
と
も
か
く
「
和
誇
」
と
い
う
語
が
み
ら
れ
る
の
は
右
の
一
例
だ
け
で
あ
る
。

（
二
）
会
通
の
用
例

「
和
誇
」
に
対
し
て
近
似
す
る
意
味
あ
い
で
漢
訳
経
論
で
み
ら
れ
る
の
が
「
会
通
」
で
あ
る
。
特
に
経
典
よ
り
も
章
疏
中
で
、
諸
説
の

聞
に
相
通
じ
る
趣
意
を
以
て
融
和
さ
せ
る
意
味
の
「
会
通
」
、
相
違
・
矛
盾
し
て
い
る
諸
々
の
教
え
及
、
び
説
を
「
和
会
」
し
「
疎
通
」
す
る

意
味
の
「
会
通
」
と
し
て
の
使
用
例
が
多
く
み
ら
れ
る
。
元
暁
の
著
述
で
も
、

如
摂
論
説
。
三
性
相
望
。
不
異
非
不
異
。
応
如
是
説
。
若
能
解
此
三
性
不
一
不
異
義
者
。
百
家
之
誇
。
無
所
不
和
也

（
大
正
四
四
二
二
七
下
）



と
し
て
「
不
一
不
異
義
」
を
解
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
百
家
の
論
争
も
「
無
所
不
和
」
と
明
言
す
る
『
起
信
論
別
記
』
で

若
不
爾
者
。
知
不
曾
見
。
不
応
憶
念
。
此
中
経
説
云
。
不
自
見
知
是
。
相
違
云
何
会
通
。
答
此
有
異
意
。
欲
不
相
違
。
何
者
。
此
経

論
意
。
欲
明
離
見
分
外
無
別
相
分
。
相
分
現
無
所
見
。
亦
不
可
説
即
此
見
分
反
見
見
分
。
非
二
用
故
外
向
起
故

（
大
正
四
四
l
二
三
六
中
）

右
の
よ
う
な
用
例
が
み
ら
れ
、
ま
た
『
起
信
論
疏
』
で
も
右
の
一
文
を
さ
し
て
「
此
中
釈
難
会
通
新
古
。
如
別
記
中
塵
分
別
也
」
（
大
正

四
四
｜
一
一
一
四
中
）
と
す
る
用
例
と

第
三
顕
其
発
心
功
徳
。
於
中
有
因
。
初
顕
勝
徳
。
次
明
微
過
。
三
通
権
教
。
四
歎
実
行
（
大
正
四
四
l
一一一一
O
中）

と
し
て
第
三
に
「
通
権
教
」
を
挙
げ
、
そ
の
解
釈
で
「
第
三
会
通
権
教
。
如
本
業
経
云
」
と
続
け
る
用
例
が
み
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
「
和
語
」
引
用
例
も
み
ら
れ
る
目
頭
で
「
統
衆
典
之
部
分
帰
万
流
之
一
味
開
仏
意
之
至
公
和
百
家
之
異
誇
」
（
大
正
三
八
｜
二
三
九
上
）

と
述
べ
、
結
論
部
分
で
五
時
判
と
四
宗
判
に
代
表
さ
れ
る
南
北
の
得
失
を
論
じ
な
が
ら
も
全
て
を
融
和
さ
せ
よ
う
と
す
る
『
浬
繋
宗
要
』

で
は

－
故
彼
不
能
会
通
此
文
（
大
正
三
八
｜
二
四
五
中
）

2
仏
性
之
義
六
円
分
別
。
一
出
体
門
。
二
因
果
門
。
三
見
性
門
。
固
有
無
門
。
五
三
世
門
。
六
会
通
門
（
同
二
四
九
上
）

3
第
六
会
通
。
於
中
有
二
。
初
通
文
異
。
後
会
義
向
。
通
異
文
者
。
間
知
因
果
門
所
引
文
云
（
以
下
略
）
（
同
｜
二
五
三
上
）

4
何
故
師
子
帆
中
言
。
正
因
者
名
為
仏
性
。
縁
因
者
発
菩
提
心
。
知
是
相
違
云
何
会
通
。
通
者
解
云
（
以
下
略
）
（
同
二
五
三
上
中
）

5
又
復
迦
葉
品
中
説
云
。
或
云
仏
性
住
五
陰
中
果
（
略
）
。
如
是
相
違
云
何
会
通
。
通
者
解
云
（
以
下
略
）
｛
同
二
五
三
中
）

6
又
師
子
肌
中
言
（
略
）
。
知
是
等
文
云
何
会
通
。
通
者
解
云
。
通
相
市
言
（
以
下
略
）
（
同
二
五
三
中
）

右
の
よ
う
に
仏
性
義
の
六
門
分
別
の
第
六
に
「
会
通
門
」
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
を
含
め
て
六
例
の
「
会
通
」
の
用
例
が
み
ら
れ
る
。

元
暁
の
思
想
を
和
静
思
想
と
捉
え
る
こ
と
に
対
し
て

t 
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（
三
）
元
暁
の
会
通
・
融
和
思
想

更
に
直
接
「
和
誇
」
及
、
び
「
会
通
」
の
語
を
用
い
ず
と
も
、
相
違
・
矛
盾
し
て
い
る
教
え
及
、
び
説
を
「
二
師
所
説
皆
有
道
理
」
・
「
二
説

皆
有
道
理
」
と
し
て
「
和
会
」
し
「
疎
通
」
す
る
融
和
的
な
言
及
、
ま
た
は
「
有
道
理
」
と
し
て
全

τを
認
め
よ
う
と
す
る
言
及
が
次
の

よ
う
な
著
述
に
み
ら
れ
て
い
る
。

『
起
信
論
別
記
』

1
問
難
無
相
違
。
而
有
不
問
。
不
同
之
意
。
可
得
而
聞
乎
。
答
不
同
之
意
。
各
有
道
理
（
大
正
四
四
二
三
五
下
）

2
二
師
所
説
皆
有
道
理
。
皆
依
聖
教
之
所
説
故
（
同
二
三
九
上
）

『
大
慧
度
経
宗
要
』

1
問
日
上
種
種
人
説
波
若
波
羅
蜜
何
者
為
実
。
答
日
有
人
言
各
各
有
理
皆
是
実
故
。
知
経
説
五
百
比
丘
各
各
説
二
辺
及
中
道
義
。
仏

言
皆
有
道
理
（
大
正
三
三
｜
七
O
上）

2
第
四
義
者
唯
顕
地
上
無
分
別
智
。
誼
会
実
相
絶
諸
戯
論
超
過
四
句
遠
離
五
相
。
故
言
末
後
答
者
為
実
。
是
就
最
勝
作
如
是
説
。
而

非
尽
摂
一
切
智
慧
。
故
言
諸
説
皆
有
道
理
（
同
｜
七
O
上）

3
問
是
二
師
説
何
者
為
実
。
答
二
種
教
門
三
種
法
輪
是
就
一
途
亦
有
道
理
（
同
七
三
中
）

『
法
華
宗
要
』

1
是
故
説
無
是
方
便
語
。
由
是
道
理
対
法
論
説
為
方
便
者
。
亦
有
道
理
也
（
大
正
三
四
｜
八
七
五
下
）

『
起
信
論
疏
』

－
今
此
文
中
。
非
有
相
。
是
遣
初
旬
。
非
無
相
者
。
遣
第
二
句
。
非
非
有
相
非
非
無
相
者
。
遣
第
四
旬
。
非
有
無
倶
者
。
遣
第
三
句
。

二
句
前
後
。
随
論
者
意
。
皆
有
道
理
（
大
正
四
四
二
O
八
上
）

2
三
師
所
説
皆
有
道
理
。
皆
依
聖
典
之
所
説
故
。
初
師
所
説
得
稔
伽
意
。
後
師
義
者
得
起
信
意
（
同
一
二
七
上
）



3
今
此
論
中
。
凡
夫
二
乗
所
見
六
道
差
別
之
相
。
名
為
応
身
。
十
解
己
上
菩
薩
所
見
離
分
斉
色
。
名
為
報
身
。
所
以
如
是
有
不
同
者
。

法
門
無
量
。
非
唯
一
途
。
故
随
所
施
設
。
皆
有
道
理
（
同
｜
一
一
一
九
上
）

『
金
剛
三
昧
経
論
』

l
問
余
処
説
有
三
無
性
観
。
何
故
此
中
但
説
三
無
。
答
無
相
無
生
合
為
一
辺
。
所
遣
相
生
同
是
有
故
。
又
此
二
観
皆
有
尋
思
。
遣
無

性
時
無
尋
思
故
。
或
開
或
合
皆
有
道
理
故
。
己
説
方
便
次
顕
正
観
（
大
正
三
四
九
六
五
中
）

2
又
此
一
覚
有
本
始
義
。
以
有
本
覚
顕
成
義
故
。
真
修
之
説
亦
有
道
理
。
以
有
始
覚
修
成
義
故
。
新
修
之
談
亦
有
道
理
。
如
其
偏
執

即
有
未
尽
。
且
止
乗
論
還
釈
本
文
広
無
相
観
寛
在
於
前
（
同
｜
九
六
五
下
）

3
問
如
衆
縁
有
故
生
。
亦
衆
縁
有
故
滅
耶
。
答
衆
縁
有
故
生
。
生
己
自
然
滅
。
知
是
相
違
云
何
和
会
。
解
云
。
因
縁
道
理
如
彼
論
説
。

唯
識
道
理
知
此
経
説
。
所
以
二
説
皆
有
道
理
（
同
九
九
八
下
）

『
浬
繋
宗
要
』

1
摂
大
乗
論
一
五
。
二
一
身
所
顕
無
上
菩
提
。
既
説
三
身
皆
是
菩
提
。
当
知
皆
為
大
浬
繋
体
。
如
是
二
説
皆
有
道
理

（
大
正
三
八
｜
二
四
二
上
）

2
知
来
之
身
非
身
是
身
無
識
是
識
離
心
亦
不
離
心
無
処
亦
処
無
宅
亦
宅
非
像
非
相
諸
相
荘
厳
乃
至
説
広
。
当
知
如
来
秘
蔵
法
門
説
有

説
無
皆
有
道
理
（
同
！
二
四
五
中
）

3
間
二
師
所
説
何
得
何
失
。
答
或
有
説
者
皆
得
皆
失
。
所
以
然
者
。
若
決
定
執
一
辺
皆
有
過
失
。
如
其
無
障
擬
説
倶
有
道
理

（
同
｜
二
四
八
中
）

4
問
者
是
経
文
有
是
有
非
。
即
応
二
別
不
就
一
徳
。
有
是
三
世
者
化
身
色
形
是
。
有
非
三
世
者
報
仏
内
徳
是
。
亦
知
是
二
義
灼
然
可

見
。
何
労
宜
就
実
徳
而
作
難
解
之
説
。
答
如
汝
所
見
亦
有
道
理
。
為
新
学
者
応
作
是
説
。
若
非
新
学
無
定
執
者
為
是
等
人
応
如
前

説
。
為
顕
是
義
故
（
同
｜
二
五
二
下
1
二
五
三
上
）

元
暁
の
思
想
を
和
誇
思
想
と
捉
え
る
こ
と
に
対
し
て

才L
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『
無
量
寿
経
宗
要
』

1
二
師
所
説
皆
有
道
理
。
等
有
経
論
。
不
可
違
故
。
如
来
法
門
無
障
擬
故
（
大
正
三
七
一
二
六
下
）

2
問
如
是
二
説
。
何
得
何
失
。
答
日
。
如
若
言
取
。
但
不
成
立
。
以
義
会
之
。
皆
有
道
理
（
同
1

一一一七中）

右
の
よ
う
に
『
起
信
論
別
記
』
二
例
、
『
大
慧
度
経
宗
要
』
一
二
例
、
『
法
華
宗
要
』
一
例
、
『
起
信
論
疏
』
三
例
、
『
金
剛
三
昧
経
論
』
四

例
、
『
浬
繋
宗
要
』
四
例
、
『
無
量
寿
経
宗
要
』
二
例
、
以
上
の
用
例
が
み
ら
れ
て
い
る
。
特
に
「
有
道
理
」
の
理
由
と
し
て
の
『
起
信
論

別
記
』
と
『
起
信
論
疏
』
に
み
ら
れ
る
「
皆
依
聖
教
之
所
説
故
」
と
い
う
一
文
と
、
『
大
慧
度
経
宗
要
』
に
み
ら
れ
る
「
仏
言
皆
有
道
理
」

と
い
う
一
文
に
元
暁
の
諸
教
諸
説
融
和
の
根
拠
が
窺
わ
れ
る
。

こ
れ
等
以
外
に
も
元
暁
の
著
述
中
に
は
「
通
日
」
等
の
用
例
や
、
「
皆
」
・
「
悉
」
等
の
語
を
用
い
て
の
融
和
的
な
一
文
が
多
々
み
ら
れ
る

た
め
、
元
暁
の
思
想
を
会
通
・
融
合
思
想
と
す
る
の
に
は
異
論
が
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

但
し
、
こ
こ
で
「
和
誇
」
に
関
し
て
い
う
な
ら
ば
、
他
人
の
持
戒
の
是
非
に
つ
い
て
批
判
す
る
こ
と
を
戒
め
、
有
・
無
の
二
見
に
対
す

る
執
着
か
ら
離
れ
な
け
れ
ば
戒
相
を
如
実
に
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
と
説
く
完
本
現
存
の
『
菩
薩
戒
本
持
犯
要
記
』
の

第
二
愚
者
。
然
仏
道
広
蕩
。
無
擬
無
方
。
永
無
所
拠
。
而
無
不
営
。
故
日
。
一
切
他
義
。
成
是
仏
義
。
百
家
之
説
。
無
所
不
是
。
八

万
法
門
。
皆
可
入
理
。
而
彼
自
少
開
。
専
其
様
狭
見
（
大
正
四
五
九
一
九
下
）

右
の
よ
う
に
、
百
家
の
説
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
仏
義
を
以
て
説
く
た
め
に
道
理
が
あ
る
の
に
全
て
を
知
ら
ず
に
一
つ
の
狭
見
に
拘
る
の
は
愚

者
で
あ
る
、
と
す
る
一
文
と

『
本
業
経
疏
』
の

七
無
上
士
者
。
浬
繋
経
言
。
上
士
者
名
之
為
断
。
無
所
断
者
。
名
無
上
士
。
諸
仏
世
尊
無
有
煩
悩
。
故
無
所
断
。
是
故
号
仏
為
無
上

士
。
又
上
士
者
名
為
詩
訟
。
無
上
士
者
無
有
誇
訟
。
如
来
無
誇
。
固
定
故
号
仏
為
無
上
士
（
韓
仏
全
一
ー
ー
五
一
六
上
）
）

誇
訟
が
な
い
無
誇
な
の
は
如
来
だ
け
で
あ
る
、
と
す
る
一
文
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
文
か
ら
は
、
百
家
の
説
に
は
道
理
は
あ
る
が
実
は



如
来
以
外
の
全
て
の
聖
人
・
先
師
（
百
家
）
に
は
誇
訟
が
あ
る
、
と
す
る
認
識
が
元
暁
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
す
る
と
相
違
・
矛
盾
し
て
い
る
諸
々
の
教
え
及
び
説
を
融
合
す
る
際
に
、
「
会
通
」
、
ま
た
は
「
有
道
理
」
・
「
通
日
」
等
の
語

を
用
い
て
、
全
て
の
誇
い
を
調
停
す
る
「
和
詩
」
と
い
う
語
義
の
強
さ
が
感
じ
ら
れ
る
語
を
、
何
故
に
著
述
中
に
一
例
し
か
用
い
ず
に
、

『
十
円
和
詩
論
』
と
し
て
書
名
に
冠
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。
勿
論
、
元
暁
の
現
存
書
は
二
二
部
し
か
な
く
、
ま
た
『
十

門
和
詩
論
』
の
現
存
が
一
部
分
で
あ
る
た
め
に
生
ず
る
問
題
で
、
全
て
現
存
し
て
い
れ
ば
問
題
と
な
ら
な
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

と
も
あ
れ
後
世
の
諸
師
が
元
暁
の
思
想
を
「
和
誇
」
と
捉
え
た
の
か
「
会
通
」
と
捉
え
た
の
か
、
諸
師
の
引
用
か
ら
考
え
て
み
る
こ
と
と

し
た
い
。

三
、
諸
師
の
元
暁
章
疏
の
引
用
に
み
る
元
暁
思
想
認
識

（
一
）
中
国
諸
師
の
場
合

概
観
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
中
国
諸
師
で
元
暁
の
章
疏
を
引
く
も
の
は
一
九
師
で
あ
る
。
そ
の
一
九
師
の
元
暁
章
疏
の
引
用
か
ら
元
暁

の
思
想
を
「
会
通
」
・
「
融
和
」
、
ま
た
は
「
和
誇
」
と
捉
え
た
師
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
先
学
の
研
究
と
諸
師
の
章
疏
引
用
の
整

理
を
合
し
て
み
る
と
、
先
ず
元
暁
章
疏
を
引
用
す
る
諸
師
が
一

O
師
の
華
厳
宗
の
場
合
、
元
暁
の
影
響
が
大
き
い
と
さ
れ
る
法
蔵
（
六
四

一一一1
七
三
乙
で
あ
る
が
、
法
蔵
が
元
暁
の
名
を
明
記
し
て
引
用
す
る
も
の
は
『
探
玄
記
』
「
第
三
明
立
教
差
別
」
で
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

そ
の
引
用
箇
所
か
ら
は
元
暁
の
「
会
通
」
等
の
思
想
を
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
『
起
信
論
義
記
』
や
『
華
厳
五
教
章
』
へ
の
元
暁
章
疏
の

影
響
に
関
す
る
研
究
科
、
元
暁
の
『
十
門
和
詩
論
』
の
空
有
の
会
通
の
思
想
古
『
華
厳
五
教
章
』
「
三
性
同
異
義
」
、
ま
た
は
『
十
門
和
詩

論
』
の
仏
性
論
と
『
華
厳
五
教
章
』
の
種
性
差
別
の
七
難
七
答
と
の
関
係
に
言
及
す
る
研
究
も
あ
り
、
そ
れ
等
か
ら
法
蔵
に
お
け
る
元
暁

章
疏
の
存
在
の
大
き
さ
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
法
蔵
が
元
暁
の
章
疏
を
参
照
し
て
い
た
と
し
て
も
明
確
に
引
用
箇
所
を
指
摘
で
き
ず
、

法
蔵
が
元
暁
の
思
想
を
会
通
・
融
和
思
想
と
捉
え
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

元
暁
の
思
想
を
和
誇
思
想
と
捉
え
る
こ
と
に
対
し
て



李
通
玄
の
場
合
も
元
暁
引
用
は
『
新
華
厳
経
論
』
に
一
例
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
引
用
は
李
通
玄
自
身
い
う
よ
う
に
『
探
玄
記
』
か
ら
の

（

9）
 

孫
引
き
で
あ
る
。
彼
の
一
乗
思
想
が
元
暁
の
「
和
誇
」
の
一
乗
思
想
に
近
い
と
も
さ
れ
る
が
、
元
暁
の
引
用
が
法
蔵
の
孫
引
き
と
い
う
こ

と
と
、
他
に
元
暁
と
の
関
連
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
李
通
玄
が
元
暁
の
著
述
を
直
接
的
に
紐
解
き
、
一
元
暁
の
会
通
思
想
か
ら
影
響
を

受
け
た
と
す
る
の
は
難
し
い
。

慧
苑
（
六
七
三
1
七
四
コ
一
頃
）
の
元
暁
引
用
は
『
刊
定
記
』
「
第
三
立
教
差
別
」
に
二
例
み
ら
れ
、
一
例
は
『
探
玄
記
』
と
同
箇
所
の
引
用

で
あ
る
が
独
自
の
引
文
が
あ
る
こ
と
か
ら
法
蔵
か
ら
の
孫
引
き
で
は
な
く
直
接
に
『
華
厳
経
疏
』
を
引
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、

他
の
一
例
で
元
暁
の
三
乗
別
教
の
区
分
を
批
判
し
て
い
る
の
が
み
ら
れ
、
慧
苑
に
元
暁
思
想
の
影
響
を
探
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

澄
観
（
七
三
八
1
八
三
九
）
の
元
暁
引
用
は
『
大
方
広
仏
華
厳
経
疏
』
に
一
例
、
『
七
処
九
会
頒
釈
章
』
に
二
例
、
『
演
義
紗
』
に
八
例
み

ら
れ
て
い
る
。
特
に
『
宋
高
僧
伝
』
で
の
「
釈
澄
観
。
姓
夏
侯
氏
。
越
州
山
陰
人
也
（
省
略
）
。
大
暦
中
就
瓦
棺
寺
伝
起
信
浬
禁
。
又
於
准

南
法
蔵
。
受
海
東
起
信
疏
義
」
と
し
て
、
法
蔵
か
ら
一
元
暁
の
『
起
信
論
疏
』
を
学
ん
だ
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
勿
論
こ
れ
は
、
法
蔵
没
後

に
澄
観
が
生
ま
れ
て
い
る
た
め
不
可
能
で
あ
り
、
よ
っ
て
『
新
修
科
分
六
学
僧
伝
』
で
は
「
唐
澄
観
（
略
）
大
暦
中
。
伝
起
信
浬
繋
於
耳
官

寺
。
受
東
海
起
信
疏
義
於
准
南
」
と
し
て
「
法
蔵
」
の
名
を
消
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
等
の
記
録
か
ら
も
澄
観
が
一
元
暁
の
『
起
信
論

疏
』
を
重
用
し
て
い
た
と
い
う
認
識
が
中
国
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
一
一
例
の
引
用
中
で
元
暁
の
華
厳
関
係
章

疏
か
ら
の
引
用
が
六
例
で
、
『
起
信
論
疏
』
か
ら
の
引
用
も
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
元
暁
の
会
通
・
融
和
的
な
言
及
の
引
用
は
み
ら
れ
ず
、
元

暁
の
思
想
を
「
会
通
」
等
と
捉
え
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

但
し
、
宗
密
（
七
八
0
1
八
四
二
に
関
し
て
は
宗
密
の
『
起
信
論
疏
註
』
に
は
元
暁
の
名
及
び
章
疏
名
は
記
し
て
い
な
い
が
八
例
の

『
起
信
論
疏
』
か
ら
の
引
用
が
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
清
代
の
誌
震
や
江
戸
時
代
の
義
諦
に
よ
り
『
円
覚
経
略
疏
』
で
の
『
起
信
論
疏
』

の
引
用
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
『
円
覚
経
略
疏
』
の
引
用
は
確
認
で
き
な
い
が
、
『
起
信
論
疏
註
』
の
引
用
は
殆
ど
が
法
蔵
の
『
起
信
論
義

記
』
の
引
用
に
続
い
て
引
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
元
暁
の
会
通
・
融
和
的
な
文
の
引
用
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
『
原
人
論
』
に



は
儒
・
悌
・
道
三
教
の
根
本
的
一
致
を
説
く
会
通
的
立
場
が
窺
わ
れ
、
教
禅
一
致
を
説
く
『
禅
源
諸
詮
都
序
』
に
も
儒
道
二
教
を
も
視
野

に
入
れ
た
、
そ
し
て
華
巌
思
想
だ
け
で
は
な
く
悌
教
の
諸
思
想
の
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
的
意
義
を
尊
重
し
て
諸
教
諸
思
想
を
融
合
し
よ
う
と

す
る
立
場
が
窺
わ
れ
る
と
さ
れ
、
そ
の
立
場
は
華
厳
至
上
主
義
に
立
つ
法
蔵
・
澄
観
と
は
異
な
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
元
暁
の
立
場
に

近
い
も
の
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
宗
密
が
元
暁
の
『
起
信
論
疏
』
を
引
用
す
る
過
程
で
元
暁
の
思
想
の
特
徴
を
会
通
・
融
和
思

想
と
捉
え
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
の
華
厳
宗
諸
師
で
は
、
二
一
世
紀
頃
の
鮮
演
の
『
華
厳
経
談
玄
決
択
』
、
観
復
の
『
華
厳
演
義
紗
会
解
記
』
、
師
会
の
『
般
若
心

経
略
疏
連
珠
記
』
の
引
用
か
ら
は
元
暁
の
思
想
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
の
か
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
華
厳
と
密
教
と
の
合
一
を
意
図

し
た
と
さ
れ
る
一
一
一
世
紀
初
頭
の
志
福
の
『
釈
摩
詞
術
論
通
玄
紗
』
に
は
『
起
信
論
疏
』
の
「
皆
有
道
理
」
と
す
る
会
通
解
釈
の
箇
所
が

そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
諸
宗
諸
師
九
師
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
そ
の
禅
浄
一
致
の
思
想
が
そ
の
後
の
念
仏
禅
の
発
展
を
促
し
た
と
さ
れ
る
延
寿

（九
O
四
1
九
七
五
）
で
あ
る
。
元
暁
章
疏
の
引
用
は
『
宗
鏡
録
』
で
九
例
、
『
万
善
同
帰
集
』
で
一
例
み
ら
れ
て
お
り
、
特
に
『
宗
鏡
録
』

で
は
現
行
の
『
十
門
和
詩
論
』
に
み
ら
れ
な
い
一
文
で
あ
る
が
『
十
門
和
詩
論
』
か
ら
の
引
用
が
み
ら
れ
て
い
る
。
二
書
共
に
『
起
信
論

疏
』
や
『
金
剛
三
味
経
論
』
の
引
用
で
は
先
に
挙
げ
た
よ
う
な
元
暁
の
会
通
解
釈
の
箇
所
は
引
用
し
て
い
な
い
が
、

－
金
剛
三
昧
論
云
。
平
等
一
味
故
。
聖
人
所
不
能
異
也
。
有
通
有
別
故
。
聖
人
所
不
能
同
也
。
不
能
同
者
。
即
同
於
異
。
不
能
異
者
。

即
異
於
同
（
大
正
四
八
八
七
二
下
）

2
金
剛
三
昧
論
云
。
一
切
心
相
本
来
無
本
。
本
無
本
処
。
空
寂
無
生
。
若
心
無
生
即
入
空
寂
。
空
寂
心
地
即
得
心
空
。
善
男
子
。
無

相
之
心
無
心
無
我
。
一
切
法
相
亦
復
如
是
者
。
一
切
心
相
種
子
為
本
。
求
此
本
種
永
無
所
得
。
若
是
現
在
則
与
果
倶
。
無
本
末
異
。

知
牛
両
角
。
若
己
過
去
則
無
作
因
。
無
体
性
故
。
猶
如
兎
角
。
如
是
道
理
本
来
法
爾
。
故
言
本
来
無
本
。
又
生
滅
心
生
必
依
本
処
。

本
処
既
無
則
不
得
生
。
当
知
心
相
本
来
無
生
。
故
言
空
寂
無
生
。
所
入
空
寂
即
是
一
心
。
一
切
所
依
名
之
為
地
。
故
言
即
入
空
寂

冗
一
瞬
の
思
想
を
和
詩
思
想
と
捉
え
る
こ
と
に
対
し
て



ロy

之
心
地
（
同
I
九
四
八
下
）

3
金
剛
三
昧
論
云
。
真
俗
無
二
而
不
守
一
。
由
無
二
故
則
是
一
心
。
不
守
一
故
挙
体
為
二
（
同
｜
九
七
三
上
）

右
の
よ
う
に
元
暁
の
会
通
・
融
和
的
な
一
文
を
引
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
元
暁
の
章
疏
を
引
く
中
国
諸
師
の
中
で
唯
一

詩
論
』
の
書
名
を
明
記
し
て
引
く
の
が
延
寿
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
宗
密
に
関
し
て
は
元
暁
の
名
を
明
記
し
て
の
引
用
で
な
い
た
め
に
考
察
の
必
要
が
あ
る
が
、
延
寿
が
中
国
諸
師
の
中
で
初

め
て
、
そ
し
て
唯
一
『
十
門
和
誇
論
』
を
明
記
し
て
引
き
、
鮮
演
は
元
暁
の
会
通
解
釈
の
一
文
を
引
い
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
会
通
思

想
家
と
考
え
ら
れ
て
い
る
三
師
が
共
に
元
暁
の
章
疏
を
引
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
元
暁
の
思
想
的
影
響
を
受
け
た
と
は
少
な
い
引
用
例

か
ら
は
短
絡
的
に
は
い
え
な
い
が
、
し
か
し
三
師
の
思
想
的
立
場
と
元
暁
の
思
想
が
「
会
通
」
と
い
う
こ
と
で
は
近
似
し
て
い
る
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。
但
し
、
こ
こ
で
元
暁
と
「
和
誇
」
と
の
接
点
は
『
十
門
和
詩
論
』
と
い
う
著
述
に
し
か
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。 『

十
門
和

（
二
）
韓
国
の
諸
師
の
場
合

元
暁
章
疏
の
引
用
が
確
認
さ
れ
る
韓
国
の
一
五
師
の
中
で
、
元
暁
の
会
通
思
想
を
認
識
し
て
い
た
可
能
性
が
僅
か
で
も
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
諸
師
は
表
員
・
大
賢
・
見
登
・
均
如
の
四
師
で
あ
る
。

表
員
の
場
合
は
『
華
厳
経
文
義
要
決
問
答
』
に
元
暁
の
引
用
が
二
三
例
み
ら
れ
、
そ
の
中
に
『
法
華
宗
要
』
か
ら
の
融
和
的
な
箇
所
の

引
用
が
一
例
み
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
要
決
問
答
』
の
元
暁
引
用
で
典
拠
が
分
明
な
の
は
『
法
華
宗
要
』
か
ら
の
二
例
の
み
で
、
他
の

二
一
例
の
典
拠
は
不
明
で
あ
る
。
法
蔵
の
説
を
挙
げ
て
次
に
元
暁
の
説
を
紹
介
す
る
例
や
法
蔵
説
と
元
暁
説
を
同
一
説
と
し
て
引
く
他
の

引
用
例
だ
け
で
は
、
元
暁
の
思
想
を
会
通
思
想
と
し
て
捉
え
て
い
た
と
す
る
に
は
例
証
が
少
な
す
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
。

大
賢
の
場
合
は
『
成
唯
識
論
学
記
』
と
『
起
信
論
内
儀
略
探
記
』
に
元
暁
の
会
通
的
言
及
の
引
用
が
み
ら
れ
、
『
成
唯
識
論
学
記
』
で
は

元
暁
章
疏
か
ら
の
引
用
で
は
な
い
が
、
清
弁
と
護
法
の
空
有
の
論
争
に
続
き
「
元
暁
師
等
。
語
詩
意
向
」
（
韓
国
仏
教
全
書
三
四
八
四
上
）



と
し
て
、
元
暁
の
名
を
引
く
一
文
が
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
冗
暁
の
会
通
思
想
を
念
頭
に
置
い
て
の
引
用
と
も
考
え
ら
れ
る
。
更
に
『
略

探
記
』
で
は
元
暁
の
名
を
出
し
て
い
な
い
が
『
起
信
論
疏
』
の
会
通
的
一
文
「
二
師
所
説
皆
有
道
理
。
皆
依
聖
典
之
所
説
故
」
を
「
二
師

所
説
。
皆
有
道
理
。
皆
依
聖
教
」
（
大
正
四
四
l
四
一
八
上
）
と
し
て
引
い
て
い
る
の
が
み
ら
れ
る
。
大
賢
が
元
暁
の
何
を
最
も
重
ん
じ
た
の

（日）

か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
大
賢
が
『
略
探
記
』
で
元
暁
の
和
詩
的
な
言
葉
だ
け
を
引
用
し
て
い
る
、
と
い
う
興
味
深
い
見
解
も
あ
る
。

『
略
探
記
』
で
和
一
詩
的
な
言
葉
、
だ
け
引
用
し
た
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
大
賢
が
元
暁
の
会
通
思
想
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
可
能
性
は
『
成

唯
識
論
学
記
』
で
窺
わ
れ
、
ま
た
『
起
信
論
疏
』
の
引
用
例
か
ら
も
大
賢
が
元
暁
の
会
通
思
想
に
注
目
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

現
段
階
で
は
推
論
に
す
ぎ
な
い
。

見
登
の
場
合
、
『
大
乗
起
信
論
同
異
略
集
』
に
関
し
て
は
見
登
の
撰
述
書
で
も
手
を
加
え
た
も
の
で
も
な
く
、
日
本
の
智
慢
の
撰
述
と
す

る
論
稿
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
若
干
の
疑
問
が
あ
る
た
め
本
稿
で
は
便
宜
上
、
従
来
通
り
新
羅
見
登
の
撰
述
書
と
し
た
い
。
さ

て
本
書
は
『
大
乗
起
信
論
』
と
『
成
唯
識
論
』
と
の
同
異
を
法
蔵
と
元
暁
の
説
を
中
心
に
論
じ
た
も
の
で
、
元
暁
章
疏
の
引
用
が
一
九
例

み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
注
目
す
べ
き
引
用
が

－
丘
龍
和
誇
論
一
去
。
夫
仏
地
万
徳
略
有
二
門
。
若
従
因
生
起
之
門
報
仏
功
徳
利
那
生
滅
（
以
下
略
）
（
韓
仏
全
三
六
九
五
上
）

2
丘
龍
云
爾
集
者
云
。
若
如
唯
識
宗
。
其
正
体
智
雄
不
作
境
。
而
還
謹
白
性
（
略
）
設
微
釈
難
具
如
和
詩
論

（
同
一
一
一
｜
六
九
六
上
中
）

3
具
如
香
象
教
分
記
及
丘
龍
十
門
和
詩
論
見
之
（
同
三
｜
七
O
七中）

4
丘
龍
和
会
報
化
身
経
論
巣
立
説
。
云
如
向
性
経
説
。
横
土
成
仏
名
為
化
身
（
以
下
略
）
（
同
三
l
l
七
一
一
一
上
）

右
の
四
例
の
引
用
で
あ
る
。

1
・
2
は
『
十
門
和
詩
論
』
か
ら
の
引
用
と
さ
れ
る
が
現
存
部
分
に
は
み
ら
れ
な
い
一
文
で
あ
る
。
ま
た

3
に
法
蔵
の
著
述
と
共
に
『
十
門
和
詩
論
』
の
書
名
を
挙
げ
、

4
で
は
元
暁
が
仏
身
に
対
し
て
の
異
説
を
「
和
会
」
・
会
通
し
て
い
る
と
の

言
及
も
み
ら
れ
、
元
暁
の
『
十
門
和
詩
論
』
と
会
通
思
想
に
対
す
る
認
識
が
窺
わ
れ
る
。

冗
暁
の
思
想
を
和
誇
思
想
と
捉
え
る
こ
と
に
対
し
て

三E玉



最
後
に
均
如
で
あ
る
が
、
均
知
（
九
二
三
1
九
七
四
）
の
元
暁
章
疏
の
引
用
は
『
一
乗
法
界
図
円
通
記
』
・
『
釈
華
厳
旨
帰
章
円
通
紗
』
・
『
華

厳
三
宝
章
円
通
記
』
・
『
釈
華
厳
教
分
記
円
通
紗
』
の
四
書
に
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
で
元
暁
の
会
通
思
想
に
関
連
す
る
引
用
が
『
釈
華
厳

教
分
記
円
通
紗
』
で
の
三
八
例
の
引
用
の
中
に
七
例
み
ら
れ
て
い
る
。

－
暁
公
云
。
五
性
差
別
之
教
。
是
依
持
円
。
皆
有
仏
性
之
説
。
是
縁
起
門
知
是
会
通
両
家
之
誇
（
韓
仏
全
四
三
二
下
）

2
暁
公
和
詩
論
。
引
三
師
説
。
問
諸
師
所
説
。
何
非
何
回
疋
（
以
下
略
）
（
同
四
三
二
五
上
中
）

3
宗
要
云
。
第
二
明
仏
性
之
義
。
六
円
分
別
。
一
出
体
門
。
乃
至
六
会
通
門
（
以
下
略
）
（
同
四
三
二
四
下
1
三
二
五
上
）

4
和
詩
論
云
。
問
一
切
衆
生
。
皆
有
仏
性
耶
。
当
言
亦
有
無
性
有
情
耶
。
答
又
有
説
者
（
以
下
略
）
（
同
四
三
二
五
中
下
）

5
和
詩
論
中
。
通
依
諸
経
論
。
説
其
二
門
（
同
四

l
コ
三
五
下
）

6
和
詩
論
中
。
依
聡
伽
現
揚
等
。
立
依
持
門
。
依
浬
繋
等
経
。
立
縁
起
門
（
以
下
略
）
（
同
四
｜
三
二
六
上
）

7
和
詩
論
中
。
猶
知
巨
海
。
起
波
浪
者
。
其
巨
海
則
喰
真
如
仏
性
故
。
其
所
論
仏
性
義
（
以
下
略
）
（
同
四
上
三
天
上
）

ー
は
典
拠
不
明
で
あ
る
が
「
会
通
両
家
之
誇
」
と
す
る
元
暁
の
会
通
的
言
及
が
み
ら
れ
、

3
は
『
浬
繋
宗
要
』
で
「
会
通
」
の
語
が
み

ら
れ
る
箇
所
の
引
用
で
あ
る
。
そ
の
他
は
現
存
断
簡
に
は
み
ら
れ
な
い
一
文
で
あ
る
が
『
十
円
和
詩
論
』
か
ら
の
五
例
の
引
用
で
あ
る
。

こ
の
引
用
中
に
み
ら
れ
る
「
和
詩
」
は
全
て
『
十
円
和
詩
論
』
と
い
う
著
述
を
指
す
も
の
で
、
一
冗
暁
の
語
と
し
て
の
、
ま
た
は
元
暁
の
思

想
を
指
す
意
味
の
「
和
誇
」
は
み
ら
れ
な
い
。
唯
一
み
ら
れ
る
の
は
「
会
通
」
で
あ
る
。

以
上
か
ら
韓
国
の
諸
師
の
中
で
『
十
門
和
詩
論
』
を
引
き
な
が
ら
元
暁
の
思
想
を
「
会
通
」
と
捉
え
た
可
能
性
の
あ
る
の
は
見
登
と
均

如
の
二
師
と
な
り
、
も
し
『
同
異
略
集
』
が
智
担
保
の
著
述
と
す
れ
ば
均
如
た
だ
一
師
と
な
る
の
で
あ
る
。

日
本
の
諸
師
の
場
合

日
本
で
元
暁
章
疏
の
引
用
を
確
認
で
き
る
諸
師
は
六
四
師
で
あ
る
。

（ 

一一） 

そ
の
中
で
元
暁
の
思
想
を
会
通
思
想
と
捉
え
た
可
能
性
の
あ
る
諸



師
を
宗
派
別
に
区
分
し
、
華
厳
宗
一
五
師
中
の
五
師
、
三
論
宗
七
師
中
の
二
師
、
天
台
宗
一
一
師
中
の
三
師
、
計
一

O
師
を
挙
げ
て
み
る

こ
と
と
す
る
。

先
ず
、
華
厳
宗
で
最
初
期
に
元
暁
の
章
疏
を
引
用
し
た
の
が
寿
霊
（
1
七
五
七
1
九一

1
）
で
あ
る
。
法
蔵
の
『
五
教
章
』
を
註
釈
し
た

『
華
厳
五
教
章
指
事
』
に
は
一
一
一
例
の
元
暁
章
疏
か
ら
の
引
用
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
引
用
中
五
例
が
『
法
華
宗
要
』
か
ら
の
引
用
で
、
そ

の
中
に
元
暁
の
会
通
的
解
釈
の
一
文
が
み
ら
れ
、
ま
た
「
無
明
所
動
阿
頼
」
に
関
す
る
『
起
信
論
別
記
』
で
の
会
通
的
表
現
の
引
用
が
み

ら
れ
る
。

聖
詮
（
1
二
九
九
1
）
の
『
華
厳
五
教
章
深
意
妙
』
に
は
元
暁
の
引
用
が
五
例
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
で
『
五
教
章
』
で
の
空
有
の
詩

論
に
対
し
て
「
相
成
非
相
破
」
（
大
正
四
五
｜
五
O
一
上
）
と
す
る
の
を
解
釈
し
た
後
で
、
そ
れ
を
補
足
す
る
よ
う
に

青
丘
暁
公
造
和
誇
十
門
之
論
。
会
空
有
詩
論
。
（
大
正
七
三
｜
一
二
下
）

と
し
て
元
暁
が
『
十
門
和
詩
論
』
で
空
有
の
詩
論
を
会
し
て
い
る
と
引
き
、
「
又
此
心
也
論
師
各
依
一
門
立
其
義
故
。
斥
一
門
興
自
義
也
。

白
非
尽
相
徹
性
者
。
空
有
二
門
難
顕
示
故
也
」
と
続
け
、
そ
れ
を
「
無
失
」
と
し
て
結
ん
で
い
る
の
が
み
ら
れ
て
い
る
。
但
し
引
用
の
箇

所
は
現
存
の
『
十
門
和
誇
論
』
に
は
み
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
は
『
十
円
和
誇
論
』
の
意
を
纏
め
て
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
次
の

よ
う
に元

暁
師
釈
仁
王
三
性
云
。
習
種
性
者
。
前
十
千
劫
習
信
心
。
信
心
成
就
得
仏
種
性
。
従
因
立
名
。
名
習
種
性
（
以
下
略
）

（
大
正
七
三
l
七
上
中
）

右
の
一
文
を
『
華
厳
五
教
章
指
事
』
（
大
正
七
二
二
五
七
下
1
二
五
八
上
）
か
ら
引
き
、
『
五
教
章
』
で
「
発
心
」
を
以
て
二
種
の

二
性
」
を
「
和
合
」
さ
せ
て
い
る
と
続
け
て
い
る
の
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
一
文
の
前
に
も
『
指
事
』
の
元
暁
引
用
を
三
例
引
い
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
こ
の
箇
所
で
の
元
暁
引
用
の
必
然
性
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
元
暁
を
引
用
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
法
蔵
の

が
元
暁
の
「
会
通
」
と
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
る
と
言
う
こ
と
を
暗
に
示
そ
う
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

「
性
習

「
和
合
」

元
暁
の
思
想
を
和
詩
思
想
と
捉
え
る
こ
と
に
対
し
て

-t; 



／、

明
恵
三

一
七
三
了
一
二
三
二
）
は
六
部
で
元
暁
章
疏
の
引
用
が
み
ら
れ
る
が
、
『
金
師
子
章
光
顕
紗
』
に
『
十
門
和
誇
論
』
の
引
用
が
次

の
よ
う
に
一
例
み
ら
れ

和
詩
論
云
。
不
可
以
有
限
心
。
測
量
無
限
之
法
。
起
増
減
見
。
堕
闇
提
綱
。
知
経
言
若
有
四
部
。
若
起
増
見
。
若
起
減
見
。
諸
仏
如

来
非
彼
世
尊
。
如
是
等
人
。
非
我
弟
子
。
此
人
以
起
二
見
因
縁
。
従
冥
入
冥
。
従
闇
入
問
。
我
説
是
人
。
名
一
闇
提

（
大
日
本
仏
教
全
書
一
三
l
二
O
七
上
）

ま
た
『
於
一
向
専
修
宗
選
択
集
中
擢
邪
輪
』
に
も
撰
者
問
題
が
あ
る
『
遊
心
安
楽
道
』
の
会
通
的
一
文
が
引
か
れ
て
い
る
。
明
恵
の
著

述
の
中
で
引
く
元
暁
の
章
疏
は
『
遊
心
安
楽
道
』
が
主
で
あ
り
、
元
暁
の
全
て
の
章
疏
を
紐
解
い
た
よ
う
に
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
し
か

し
、
『
華
厳
祖
師
絵
伝
』
や
『
光
明
真
言
土
砂
勧
信
記
』
に
み
ら
れ
る
「
仏
法
ノ
棟
梁
」
・
「
世
界
ノ
日
月
」
と
い
う
元
暁
へ
の
傾
倒
と
、
一

例
の
み
の
特
異
な
『
十
門
和
詩
論
』
の
引
用
か
ら
元
暁
の
思
想
を
明
恵
な
り
に
把
握
し
て
い
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
そ
れ
が
会

通
思
想
と
は
断
定
は
で
き
な
い
。

順
高
（
1
一
二
五
四
1
六一

1
）
の
『
起
信
論
本
疏
聴
集
記
』
に
は
元
暁
章
疏
の
引
用
が
六

O
例
み
ら
れ
、
『
大
慧
度
経
宗
要
』
・
『
起
信
論

別
記
』
・
『
起
信
論
疏
』
の
会
通
的
言
及
箇
所
の
引
用
が
み
ら
れ
る
と
共
に
、
次
の
よ
う
に
『
十
門
和
詩
論
』
の
名
が
引
か
れ
て
い
る
。

元
暁
和
詩
論
制
作
。
陳
那
門
徒
唐
土
来
有
滅
後
取
彼
論
帰
天
竺
国
了
是
陳
那
末
弟
敗
。
云
云
私
一
去
元
暁
事
抄
ノ
第
五
ニ
引
シ
ナ
リ
会
解
記

第
六
説
（
大
日
本
仏
教
全
書
九
二
一

O
三
上

ま
た
『
五
教
章
類
集
記
』
（
巻
一
五
l
二
1
四
丁
）
に
も
「
元
暁
陳
那
菩
薩
後
身
説
」
一
例
と
和
詩
論
の
引
用
が
四
例
み
ら
れ
て
い
る
。
但

し
、
引
用
に
み
ら
れ
る
「
和
誇
」
は
あ
く
ま
で
も
『
十
門
和
詩
論
』
と
い
う
著
述
を
指
す
も
の
で
そ
れ
以
外
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

凝
然
（
一
二
四
0
1
一
三
二
二
の
元
暁
引
用
は
九
部
の
著
述
に
み
ら
れ
、
一
四
部
程
の
元
暁
章
疏
の
引
用
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
中
で

『
五
教
章
通
路
記
』
に
元
暁
の
『
法
華
宗
要
』
で
の
会
通
的
解
釈
が
み
ら
れ
る
ほ
か
に
、

－
第
三
和
会
丘
龍
正
義
。
初
義
賢
首
始
教
所
説
。
第
二
第
三
。
並
当
終
教
。
此
是
丘
龍
顕
了
門
説
（
大
正
七
二
四
五
九
中
）



2
即
是
賢
首
元
暁
両
師
。
一
段
問
答
。
和
会
二
論
（
以
下
略
）
（
同
l
五
四
四
上
）

3
元
暁
大
師
会
云
。
若
依
二
障
門
。
此
禅
定
障
。
所
知
障
摂
（
以
下
略
）
（
同
五
六
八
下
）

4
元
暁
大
師
。
和
詩
論
。
携
伽
宗
要
。
具
挙
定
性
週
不
週
義
。

E
致
破
立
（
以
下
略
）
（
同
六
O
八下）

右
の
よ
う
に
元
暁
に
付
随
し
て
「
和
会
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
と
、
「
元
暁
大
師
会
云
」
と
い
う
表
現
と
、
『
十
門
和
詩
論
』

か
ら
の
一
文
で
は
な
く
『
拐
伽
経
宗
要
』
と
共
に
『
十
円
和
詩
論
』
の
書
名
の
み
を
出
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

三
論
宗
で
は
玄
叡
（
1
八
二
九
1
）
の
『
大
乗
三
論
大
義
紗
』
に
元
暁
引
用
が
三
例
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
空
有
二
徒
の
詩
論
に
対

し
て
元
暁
の
詩
論
の
無
い
立
場
を
好
と
し
て
言
及
し
て
い
る
一
文
が
あ
る
。
大
賢
が
『
成
唯
識
論
学
記
』
で
元
暁
章
疏
を
引
い
て
い
る
と

こ
ろ
を
玄
叡
が
整
理
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
玄
叡
が
独
自
に
元
暁
の
立
場
を
「
無
誇
」
と
捉
え
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

次
に
珍
海
（
一

O
九一

1
二
五
一
一
）
の
『
三
論
玄
疏
文
義
要
』
で
も
次
の
よ
う
に
元
暁
引
用
が
み
ら
れ
る
。

新
羅
元
暁
。
十
門
和
詩
論
。
会
通
依
地
空
不
空
（
大
正
七
O
｜
二
三
四
中
）

『
十
円
和
詩
論
』
か
ら
の
直
接
の
引
用
で
は
な
く
『
十
円
和
詩
論
』
の
要
旨
を
述
べ
た
一
文
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
『
十
門
和
詩
論
』
の

書
名
と
「
会
通
」
の
語
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
天
台
宗
の
引
用
で
あ
る
が
、
天
台
宗
で
は
先
ず
最
澄
（
七
六
七
1
八
一
一
一
一
）
の
『
依
懇
天
台
集
（
依
葱
集
）
』
に
次
の
よ
う
に
『
浬

繋
宗
要
』
（
大
正
三
八
二
五
五
下
）
の
会
通
的
解
釈
を
引
い
て
い
る
の
が
み
ら
れ
る
。

新
羅
国
華
厳
宗
沙
門
元
暁
賛
天
台
徳
護
諸
宗
教
時
其
浬
柴
宗
要
末
云
。
又
如
惰
時
天
台
智
者
。
問
神
人
言
。
此
土
四
宗
。
会
経
意

不
。
神
人
答
言
。
失
多
得
少
。
又
問
。
成
実
論
師
。
立
五
時
教
。
称
仏
意
不
。
神
人
答
目
。
少
勝
四
宗
。
猶
多
過
失
。
然
天
台
智
者
。

禅
慧
倶
通
。
挙
世
所
重
。
凡
聖
難
測
。
是
知
仏
意
深
遠
無
限
。
而
欲
以
四
宗
科
於
経
旨
。
亦
判
五
時
。
限
於
仏
意
。
是
猶
以
螺
酌
海
。

用
管
聞
天
者
耳
。
教
遮
浅
深
。
略
判
如
是
（
伝
教
大
師
全
集
三
三
五
八
）

ま
た
蓮
剛
（
八
五
i
八
O
頃
）
の
『
定
宗
論
』
で
も
『
依
憲
天
台
集
（
依
憲
集
）
』
を
参
照
し
て

元
暁
の
思
想
を
和
誇
思
想
と
捉
え
る
こ
と
に
対
し
て

;h 



""' 0 

華
厳
宗
元
暁
師
云
。
此
土
四
宗
。
猶
以
螺
酌
海
。
成
実
五
時
。
如
用
管
聞
天
。
天
台
智
者
。
禅
慧
倶
通
。
凡
聖
難
測

（
大
正
七
四
コ
二
九
下
）

右
の
一
文
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
等
は
元
暁
の
会
通
思
想
云
々
で
は
な
く
、
華
厳
宗
の
師
で
は
あ
る
が
天
台
の
宗
義
に
賛
意
を
示
し

て
い
る
人
物
と
し
て
捉
え
て
天
台
宗
義
の
根
拠
と
し
て
引
い
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
天
台
宗
の
中
で
元
暁
の
章
疏
を
独
自
に
手
に
し
て
い
た
安
然
（
八
四
一
頃
1
）
の
『
真
言
宗
教
時
義
』
に
は

元
暁
師
約
諸
宗
詩
作
和
誇
論
云
。
諸
宗
所
執
皆
得
仏
意
（
大
正
七
五
｜
四
O
O下）

右
の
よ
う
に
現
行
本
に
は
み
ら
れ
な
い
『
十
門
和
詩
論
』
か
ら
の
、
そ
し
て
『
十
門
和
誇
論
』
の
大
意
を
示
す
一
文
が
引
か
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
一
文
に
続
き
「
後
義
栄
師
作
難
和
詩
論
云
。
判
権
為
権
判
実
属
実
是
有
道
理
。
市
言
皆
得
仏
意
是
無
道
理
」
と
し
て
百
済
義
栄

の
『
難
和
誇
論
』
で
の
元
暁
の
批
判
を
引
き
、
義
栄
説
を
退
け
「
故
異
元
暁
和
誇
不
堕
義
栄
所
難
」
（
大
正
七
五
｜
四
O
O下
）
と
し
て
い
る

の
が
み
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
日
本
の
諸
師
で
元
暁
の
思
想
を
「
会
通
」
と
捉
え
た
諸
師
を
、
最
澄
と
蓮
剛
を
除
い
て
年
代
順
に
並
べ
る
と
「
寿
霊
・
玄
叡
・

安
然
・
珍
海
・
聖
詮
・
明
恵
・
順
高
・
凝
然
」
の
順
と
な
り
、
安
然
の
頃
か
ら
『
十
門
和
詩
論
』
の
引
用
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
『
十
門
和
詩
論
』
の
引
用
を
行
っ
て
い
て
も
元
暁
の
一
文
に
付
す
の
は
「
和
語
」
で
は
な
く
「
会
通
」
・
「
会
」
ま
た
は
「
和

合
」
と
い
う
語
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
結
語
に
か
え
て

さ
て
、
元
暁
の
思
想
を
和
詩
思
想
と
す
る
の
が
定
説
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
元
暁
の
現
存
著
述
中
で
は
「
和
誇
」
の
用
例
が

一
例
の
み
で
、
用
例
と
し
て
は
「
和
会
」
し
「
疎
通
」
す
る
意
味
の
「
会
通
」
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
直
接
に
「
会
通
」
を
用
い

て
い
な
く
と
も
「
有
道
理
」
・
「
通
日
」
や
「
皆
」
・
「
悉
」
等
の
語
を
用
い
る
融
和
的
な
一
文
が
多
い
こ
と
を
確
認
し
、
諸
師
の
元
暁
章
疏



の
引
用
例
か
ら
は
三
国
の
諸
師
で
元
暁
に
付
し
て
「
会
通
」
の
語
を
用
い
る
諸
師
の
存
在
や
『
十
門
和
評
論
』
を
引
く
諸
師
の
存
在
と
、

「
和
誇
」
を
用
い
る
場
合
は
全
て
『
十
門
和
誇
論
』
を
指
す
こ
と
等
を
確
認
し
て
み
た
。

こ
こ
で
元
暁
の
思
想
が
和
静
思
想
と
捉
え
ら
れ
る
要
因
と
し
て
は
、
筆
者
と
し
て
は
「
和
詩
篇
」
（
『
円
宗
文
類
』
韓
仏
全
四
六
三
四
上
）

と
す
る
詩
で
元
暁
の
『
十
門
和
詩
論
』
を
讃
え
、
「
祭
芽
皇
寺
暁
聖
文
」
（
『
大
覚
国
師
文
集
』
韓
仏
全
四
｜
五
五
五
上
中
）
で
百
家
の
異
誇
を
和

す
「
我
海
東
菩
薩
」
と
し
て
元
暁
を
賞
讃
す
る
義
天
（
一

O
五
五
1

二
O
一
）
の
存
在
と
、
そ
の
義
天
の
元
暁
認
識
を
承
け
て
追
誼
さ
れ

た
「
和
誇
国
師
」
号
の
存
在
に
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
義
天
の
元
暁
認
識
と
「
和
誇
」
と
「
和
静
」
の
関
係
、
及
び
「
和
静
国
師
」

と
追
号
さ
れ
た
当
時
の
時
代
背
景
等
に
関
し
て
は
稿
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

（

1
）
 

『
十
円
和
詩
論
』
の
断
簡
に
対
す
る
研
究
は
日
本
で
は
鎌
田
茂
雄
氏
「
十
円
和
誇
論
の
思
想
史
的
意
義
」
（
『
仏
教
学
』
一
一
、
仏
教
学
研
究
会
、

一
九
八
一
年
）
、
韓
国
で
は
越
明
基
氏
「
元
暁
大
師
の
十
門
和
誇
論
研
究
」
（
『
金
剛
杵
』
一
一
一
一
、

一
九
四
二
年
）
等
が
あ
る
。

（

2
）
 

概
観
す
る
だ
け
で
も
、
元
嘆
の
儒
教
と
老
荘
思
想
に
対
す
る
態
度
か
ら
和
誇
思
想
の
特
質
と
成
立
事
情
を
論
じ
た
石
井
公
成
氏
コ
克
暁
と
中
国
思

想
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
一
一
一
一

l
二、

一
九
八
三
年
）
、
元
暁
の
和
静
思
想
と
『
楊
伽
経
』
と
の
関
係
を
指
摘
す
る
同
氏
「
元
暁
の
和
誇
思
想
の

源
流
l
『
梼
伽
経
』
と
の
関
連
を
中
心
と
し
て
｜
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
一

l
一
、
二

O
O
二
年
）
、
元
暁
の
和
静
思
想
を
元
暁
の
華
厳
思
想

に
求
め
よ
う
と
す
る
全
海
住
氏
「
元
暁
の
和
誇
原
理
｜
華
厳
一
心
に
つ
い
て
｜
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
八
l
一
、
一
九
九
九
年
）
、
元
暁
が
「
無

二
に
偏
ら
ず
不
守
一
に
傾
か
な
い
無
二
而
不
守
ご
と
い
う
思
想
構
造
を
『
金
剛
三
味
経
』
の
根
本
思
想
と
捉
え
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
元
暁
の

和
静
思
想
の
成
立
根
拠
と
な
っ
た
と
す
る
佐
藤
繁
樹
氏
コ
冗
暁
の
『
金
剛
三
昧
経
論
』
に
於
け
る
論
理
構
造
の
特
色
l
無
二
而
不
守
一
思
想
」
（
『
印

度
学
仏
教
学
研
究
』
四
一
丁
二
、

一
九
九
四
年
）
、
韓
国
で
も
越
明
基
氏
「
元
嘆
の
和
誇
」
（
『
新
羅
仏
教
の
理
念
と
歴
史
』
、
新
太
陽
社
、

九

年
）
、
李
鍾
益
氏
「
元
暁
の
根
本
思
想
l
十
門
和
誇
論
研
究
｜
」
（
『
東
方
思
想
個
人
論
文
集
』
一
、
東
方
思
想
研
究
院
、

一
九
七
七
年
）
、
イ
ハ
ン
ス
ン

氏
コ
冗
暁
思
想
研
究
l
和
静
思
想
を
中
心
と
し
て
」
（
『
論
文
集
』
六
、
陸
軍
士
宮
学
校
、

一
九
七
七
年
）
、
金
雲
学
氏
コ
冗
暁
の
和
静
思
想
」
（
『
仏

元
暁
の
思
想
を
和
静
思
想
と
捉
え
る
こ
と
に
対
し
て

＂＇ヨ
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教
学
報
』
一
五
、
東
国
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
、

一
九
七
八
年
）
、
李
永
子
氏
「
元
暁
の
会
通
思
想
研
究
」
（
『
論
文
集
』
人
文
社
曾
篇
二

O
、
東
国

大
学
校
、

一
九
八
一
年
）
、
金
善
根
氏
「
元
暁
の
和
誇
論
小
考
」
（
『
論
文
集
』
二
、
東
国
大
学
校
、

一
九
八
三
年
）
、
窪
裕
鎮
「
元
暁
の
和
静
思
想
研

究
l
十
門
和
誇
論
｜
」
（
『
民
族
仏
教
』

一
九
九
二
年
）
等
、
『
十
門
和
誇
論
』
に
対
す
る
論
稿
だ
け
で
は
な
く
元
暁
の
現
存
の
著
述
を
通
し
て
元
暁

の
和
語
思
想
を
探
ろ
う
と
す
る
論
稿
が
多
い

3 

前
掲
石
井
公
成
氏
コ
冗
嘆
の
和
誇
思
想
の
源
流
｜
『
拐
伽
経
』
と
の
関
連
を
中
心
と
し
て
｜
」

僧
肇
『
注
維
摩
詰
経
』
（
大
正
三
八
上
二
三
六
下
）
、
吉
蔵
『
維
摩
経
義
疏
』
（
大
正
三
八
i
九
二
九
下
）
、
道
宣
『
四
分
律
問
繁
補
闘
行
事
紗
』

4 
（
大
正
四

oー
一
四
上
）
等

5 

鎌
田
茂
雄
氏
「
十
門
和
詩
論
の
思
想
史
的
意
義
」
（
『
仏
教
学
』

一
九
八
一
年
）

一
、
仏
教
学
研
究
会
、

6 

韓
国
仏
教
全
書
編
纂
委
員
会
が
註
で
記
し
て
い
る
よ
う
に
『
韓
国
仏
教
全
書
』
本
（
第
一
冊
｜
八
三
八
）
の
「
十
門
論
者
」
以
下
「
艶
融
聯
為
序
述

名
目
十
門
和
誇
論
」
ま
で
は
、
八
世
紀
末
ま
た
は
九
世
紀
初
頭
建
碑
の
『
新
羅
誓
瞳
和
尚
塔
碑
』
か
ら
の
抜
粋
で
あ
り
本
来
の
断
簡
に
は
み
ら
れ
な
い

記
事
で
あ
る
。

（

7
 
相
木
弘
雄
氏
「
起
信
論
註
釈
書
の
系
譜
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

一
九
六
九
年
）
、
吉
津
宜
英
氏
「
法
蔵
の
大
乗
起
信
論
義
記
に

七

つ
い
て
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
九
｜

一
九
八
O
年
）
、
同
氏
『
華
厳
一
乗
思
想
の
研
究
』
（
大
東
出
版
社
、

一
九
九
一
年
）

8 

鎌
田
茂
雄
氏
前
掲
論
稿

9 

士
口
津
宜
英
氏
『
華
厳
一
乗
思
想
の
研
究
』
（
大
東
出
版
社
、

一
九
九
一
年
、
四
七
O
頁）

10 

元
暁
師
云
。
所
言
乗
者
。
略
説
有
二
。
謂
能
乗
人
及
所
乗
法
。
謂
三
乗
行
人
。
四
種
声
聞
乃
至
元
性
有
情
。
並
是
能
乗
人
。
以
皆
有
仏
性
故
（
韓

仏
全
一
丁
三
八
O
下
1
三
八
一
上
）
。
こ
の
引
用
は
若
干
の
不
同
と
簡
略
化
が
み
ら
れ
て
い
る
。
『
法
華
宗
要
』
の
該
当
個
所
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

一
乗
実
相
略
説
有
二
。
謂
能
乗
人
及
所
乗
法
。
此
経
所
説
一
乗
入
者
。
三
乗
行
人
。
四
種
声
問
。
三
界
所
有
四
生
衆
生
。
並
是
能
乗
一
仏
乗
人
。
皆
為

仏
子
。
悉
是
菩
薩
。
以
皆
有
仏
性
当
紹
仏
位
故
（
大
正
三
四
1
八
七
一
上
、
韓
仏
全
一
｜
四
八
八
上
）



（日）

高
朔
晋
氏
『
韓
国
古
代
仏
教
思
想
史
』
（
韓
国
・
東
国
大
出
版
部
、

一
九
八
九
年
、
三
五
二
頁
て
こ
れ
に
対
し
て
は
方
仁
氏
『
太
賢
の
唯
識
哲
学

研
究
』
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
大
学
院
哲
学
博
士
学
位
請
求
論
文
、

一
九
九
五
年
、
三
二
頁
て
及
び
朴
太
源
氏
（
「
見
登
の
起
信
論
観
」
『
伽
山
皐
報
』
伽
山

仏
教
文
化
研
究
院
、
創
刊
号
、

一
九
九
一
年
、
二
五
三
頁
）
か
ら
反
論
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

（ロ）

こ
の
一
文
は
現
存
の
『
十
門
和
誇
論
』
に
は
み
ら
れ
な
い
が
、
元
暁
の
『
無
量
寿
経
宗
要
』
（
大
正
三
七
｜
一
一
一
九
中
）
に
近
似
す
る
一
文
で
あ
る
。

有
説
。
此
二
語
詩
意
向
。
知
誇
浮
図
下
盤
上
細
。
語
誇
意
向
。
為
今
末
代
鈍
根
之
徒
。
依
此
詩
論
。
巧
生
解
故
。
元
暁
師
等
伝
如
是
説

（日）

（
大
正
七
O
l
一
五
三
中
）

（凶）

大
賢
『
成
唯
識
論
学
記
』
（
韓
仏
全
コ
丁
四
八
四
上
）

＊
尚
、
中
国
・
韓
国
・
日
本
諸
師
の
元
暁
引
用
に
関
し
て
は
拙
著
『
新
羅
元
暁
研
究
』
（
大
東
出
版
、
二

O
O
四
年
二
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（日）

「
八
月
葵
巳
詔
目
。
元
暁
義
相
東
方
聖
人
也
。
無
碑
記
。
誼
号
。
蕨
徳
不
暴
。
朕
甚
悼
之
。
其
贈
元
暁
大
聖
和
静
国
師
。
義
相
大
聖
園
教
国
師
。

有
司
即
所
住
処
。
立
石
起
徳
。
以
垂
無
窮
」
（
『
高
麗
史
』
巻
第
十
一
粛
宗
六
年
条
）
、
粛
宗
六
年
（
一
一

O
一
）
に
元
暁
と
義
相
（
義
湘
）
に
碑
が
な
い
こ

と
を
遺
憾
と
し
、
元
暁
に
「
和
静
国
師
」
、
義
相
に
「
円
教
国
師
」
と
追
認
し
石
碑
を
建
て
る
と
す
る
記
事
で
あ
る
。

元
嘆
の
思
想
を
和
静
思
想
と
捉
え
る
こ
と
に
対
し
て

U司




